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新たな「知の拠点」づくり有識者検討会議第一回

館名 コンセプト
コンセプトを実現するための

場の考え方
メリット 課題

奈良県立図書情報館

奈良県の様々な情報が

集まり、それを発信する

場所としての「総合情報

センター」

県民・利用者が自分たちで

集まり、活動し、発信する

場所

○　資料統合検索システム

○　ワンストップサービス、

　　窓口の一体化

○　立ち寄り効果

△　貴重書庫スペース

△　燻蒸設備

△　施設のランドマーク化

△　資料の管理と提供に

　　対する考え方

三重県総合博物館

三重の歴史をすべて知る

ことができる、知的学習の

拠点

県民・利用者とともに考え、

活動し、成長する博物館

○　資料統合検索システム

○　ワンストップサービス

○　利用者の交流ゾーン

○　「出会い」の創出

○　ノウハウの共有

△　仮置きスペース

△　資料の管理と提供に

　　対する考え方

図書館＋公文書館

博物館＋公文書館

butu06
資料４


